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府立緑風冠高等学校 

校長  富田 公一 

令和３年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

校訓「英知・至誠」に基づき、新しい時代を担う英知と、豊かな人間性・創造性・社会性を身につけた人材を育成し、地域に愛される学校 

教育方針  １．将来を支える学習指導の充実      ２．魅力ある学校生活の創造 

３．将来を支えるきめ細やかな生徒指導   ４．人権感覚豊かな人格の育成 

２ 中期的目標   

１ 授業改善と授業力向上に取組み、「確かな学力」を身につけ、夢を実現する力を育成する教育活動 

（１） 組織的に授業力向上と改善に取組み「主体的、対話的で深い学び」の授業を実践し、生徒の学力を向上させる。 

ア 「学び合い、学び続ける生徒の育成」のため、全教員で「主体的、対話的で深い学び」の授業を行う 

イ 授業満足度の向上と、わかりやすい授業のため、全教員でＩＣＴを活用した授業を行う 

※ 生徒「進路実現のための学力向上満足度」を向上させる 〔H30;56.7% R01;53.9% R02;60.2%⇒令和５年度;65%〕          

（２） ３か年を見通した進路指導計画、生き方に関する学習機会を提供し、主体的かつ積極的に社会に参加する力を育成し、満足度の高い進路を実現する。 

※ 生徒、保護者「進路指導に関する項目の満足度」を向上させる  

〔H30;71.8%、68.7% R01;80.3%、73.2% R02;78.4%、75.3%⇒令和５年度;85％、80%〕                        

※ 就職内定率 〔100％ 維持〕 

（３） 講習・補習・外部模試の計画的な実施と、体系的なキャリア教育の推進により、大学進学希望者の目標・夢を実現させる。 

※ 国公立・関関同立産近甲龍摂神追桃外 合格者数の増加する 〔H29;35 人 H30;10 人 R01;24 人 R02;14 人⇒令和５年度;30 人〕   

（４）英語教育の充実を図るとともに、様々な検定試験を実施し、生徒のコミュニケーション能力と進路意識の向上に取組む。 

ア 講習、資格試験、外部行事への参加などにより、英語教育を充実させる 

イ 英検、漢検、数検など様々な資格試験を１年次より実施し、進路意識と自己肯定感の向上に取組む。 

※ 英検等の受験者数（希望者）を増加させる 〔英検 R01;119 人 R02;101 人⇒令和５年度;英検 140 人〕                

 

２ 自律心を高める生徒指導と地域と連携した教育活動と魅力ある特別活動に取組み、地域・保護者に信頼される学校づくり 

（１） 自律を促す指導を粘り強く行い、生徒の規範意識を醸成するとともに、教育相談体制や生徒支援体制の満足度を向上させる。  

※ 生徒「学校の規則を、きっちり守っている」を維持する 〔H30;86.6% R01;89.6%  R02;85.5%⇒令和５年度;維持〕         

※ 生徒「教育相談に関する満足度」を向上させる 〔H30;66% R01;71.4%  R02;68.7%⇒令和５年度;75%〕               

（２） 生徒の自己有用感の醸成し、帰属意識を高め、安心できる人間関係の構築するため特別活動（行事、部活動等）を充実させ、学校満足度を向上する。 

※ 生徒「学校行事に積極的に参加している」を維持、向上させる 〔H30;78% R01;82.7%  R02;79.8%⇒令和５年度;85%〕        

（３） 保護者及び地域との連携した活動を推進するとともに、学校ホームページや文書・新聞等の文書媒体により学校の情報発信を行う。 

※ 保護者「子どもは楽しそうに学校生活を送っている」を維持する 〔H30;82.3% R01;81.5%  R02;82%⇒令和５年度;85%〕       

※ 生徒「地域との連携の取組みを推進する生徒の参加取組」を定着させる 〔新規 R02;中学訪問 14回〕 〔令和５年度;10 回以上〕   

 

３ 人権尊重の教育を推進するとともに、「ともに学びともに育つ」教育の実践により、すべての生徒に安全・安心な教育環境の構築 

（１） 共生推進教室を組織的な校内体制で推進するとともに、障がいのある生徒の自立を支援する。  

ア 共生推進教室での充実した自立活動の取組みと職場実習の実施により、生徒全員の進路実現 

イ 障がい者理解教育研修を推進し、すべての教職員が共生推進教室の取組みに関わる 

※ 進路実現〔100% 維持〕、教員研修の実施 〔新規 R02;１回 ⇒年２回〕                             

（２） 教職員の人権教育等の研修を定期的に実施するとともに、生徒への人権教育を推進する。 

※ 教職員年３回の人権研修肯定率 〔新規 R02;１回 66% ⇒令和５年度;３回、70%〕                         

※ 生徒「人権等の学習機会がある」を向上させる 〔H30;67.8% R01;74.7%  R02;74.3%⇒令和５年度;80%〕              

 

４ 地域との連携を強め、生徒主体の学校運営を推進し学校力の向上 

（１）学校経営計画推進に向け各組織のリーダーのマネジメント能力の向上、学校経営に教職員が参画するＰＤＣＡサイクルを推進する。 

   ※ 教職員「学校運営に教職員の意見が反映されている」を向上させる 〔H30;34.4% R01;41.0%  R02;55.6%⇒令和５年度 60%〕     

（２） 教職員研修の充実を図り教員の指導力を向上させる。 

※ 教職員「教科指導や人権研修などの校内研修は、役立っている」を向上させる〔H30;43.8% R01;50.8%  R02;63%⇒令和５年度 70%〕 

（３） 学校の広報と情報発信を充実する。 

   ※ 保護者「学校からの連絡文書は届いている」、「ＨＰを見て情報を得ている」を向上させる 

〔H30;74.5%、46.3% R01;73.8%、44.7%  R02;73.5%、59.6%⇒令和５年度 80%、55%〕                      

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和３年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

〇〔生徒〕全体的な肯定率が５%向上しており、学校生活全般への満足度

が高くなっている。行事や規範意識の肯定率の高さが定着しており、めざ

す学校像の中期目標が達成できている。 

〇〔生徒〕学年進行で肯定率降下傾向。生徒の自己肯定感を学校教育全般

で高めることが、今後の課題である。 

〇〔保護者〕学校からの広報・情報発信への満足度は向上しているが、工

夫する余地はある。 

〇〔教員〕今年度はコロナ禍と２学期は行事のため、特に多忙であったが、

話あいなど、教員の協働を進めることが必要である。 

〔第１回７月６日〕〇コロナのため行事が中止となったりした。生徒の心のケア、教育相

談の取組みをさらに充実させる。 

〇学校の情報発信はＨＰやブログでよくわかる。引き続き進めるとよい。 

〔第２回 11 月 22 日〕〇授業は落ち着いた雰囲気で良い。社会性の育成もできている。 

〇行事を工夫しながらでも実施できたことは良い。今後も取組むべきである。 

〇生徒はＩＣＴ機器を使えている。教員がＩＣＴ機器の使い方を研究する必要がある。 

〔第３回２月 16 日〕 

〇学校の特色として、共生推進教室、人権があるので、取組みを継続していく。 

〇学校教育への肯定率が向上。今後も一人ひとりの生徒の意見を汲み取って運営する。 
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府立緑風冠高等学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標[R２年度値] 自己評価 

１ 

学
力
・
夢
を
実
現
す
る
教
育
活
動 

（１）観点別評価授業とＩＣ

Ｔ機器を活用した授業の

推進 

 
（２）探究的な教育活動と体

系的なキャリア教育の推

進 
 
（３）普通科専門コースの授

業内容や講習等を充実さ

せ、進路実現の満足度の向

上 
（４）英検や様々な教育活動

により、進路意識の向上 

ア 観点別学習評価推進委員会、ＩＣＴ活用

研究委員会（仮）を中心に研究授業を実

施し、相互授業見学などにより授業改善

に取り組む。 
イ ＬＨＲ、「総合的な探求の時間」等におい

て進路や生き方について考える探究的な

学習活動を行い、早期に、生徒の確かな

進路目標決定と意識醸成に取り組む。 
ウ 専門コース及び総合系も含め授業内容を

充実させる。 
エ 進路指導部を中心に講習・補習・模試の

計画を立案、実施する。 
オ スピーチコンテスト、英検受験を推奨し

英語教育の推進を図る。（人文・英語発展

専門コースは全員受験） 

ア 相互授業見学やＩＣＴ活用等の研究授業

を実施し、生徒「授業アンケート生徒肯定

意識」を 3.2 以上。[3.2] 

 
イ 進路や生き方を考える機会の満足度 80%以

上を維持する。[78.4%] 

 
 
ウ 選択科目の項目の肯定率 80%以上にする。

[75%] 

エ 検定対策講座や進学講習等の学習を提供

する。希望者対象の外部模試の受験者を前

年度より増とする。[220 人] 

オ 英検受験者数を前年度より増とする。[101

人] 

ア 第１回 3.37 

  第２回 3.34（◎） 

イ １、２年生;調べ学習

を工夫して実施。ポスタ

ーセッションはオンライ

ンを活用して実施した。

満足度は 80.4%（◎） 

ウ 満足度は 81.7%。新教

育課程で結果をいかせる

ように、今後は各教科で

研究する。（◎） 

エ 外部模試の受験推奨

が定着 313 人 。継続す

る。（◎） 

オ 受験者 152 人。他種検

定も実施。（◎） 

２ 

保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

（１）生徒の規範意識を高め、

学校生活に主体的に取組

む姿勢を醸成 
 
 
 
（２）支援体制、教育相談体制

の充実 
 
 
（３）地域と連携した特別活

動等を通じた生徒の自己

有用感の醸成と、集団への

帰属意識の向上 
（４）生徒の活躍の場をつく

り、保護者及び地域との連

携 
 

ア 教員全員による生徒指導体制を推進する

とともに、薬物乱用防止やＳＮＳ利用等

の生徒指導講演会を実施する。 
イ 登校時のあいさつ指導、遅刻防止指導、

制服指導、自転車マナー指導及び雨天時

レインコート使用を継続する。 
ウ 要支援生徒について支援教育コーディネ

ーター、教育相談委員会、担任、ＳＣ、Ｓ

ＳＷによる連携した支援を行う。教育相

談通信など取組みを行う。 
エ 担当の分掌、顧問による働きかけによる

地域と連携した生徒会活動、部活動等の

活動を推進する。 
オ・保護者、地域への情報発信を充実する。 
 

・学校広報に生徒の活躍の場を設ける。 
  

・生徒の地域の事業等への参加、保育・小・

中との交流を行う。 

ア 生徒が学校の指導規則を守る項目の高い

肯定率を維持する。[85.5%] 

 

イ ・登校時遅刻を前年度より 15%減少させる。

[1,491 件] 

  ・定期的な登校指導を実施回数。[３回] 

ウ 生徒の教育相談に関する項目における満

足度を 75％以上にする。[68.7%] 

 

 

エ ・クラス活動や学校行事参加へ積極的に参

加する肯定率を 85%にする。[79.8%] 

・部活動加入率 60%以上。[59.6%] 

オ ・保護者の学校の相談満足度を73％以上に

する。[72.2%] 

・学校説明会参加中学生600人以上を維持

する。 

・説明会、地域交流への生徒の参加回数 10

回以上する。[中学訪問のみ] 

ア 落ち着いた雰囲気は本

校の特色。94.6%（◎） 

イ 遅刻 1,814 人（△） 

定期的な登校・交通安全指

導を３回実施。（〇） 

ウ 教育相談委員会の活動

は活発。生徒への働きか

けを継続し、教員のスキ

ル向上を図る。74.9%（◎） 

エ 学校行事へ積極的参加

88.9%（◎） 

部活動加入率 63.0%（◎） 

コロナ禍で活動の制限。 

オ 母校訪問はコロナ禍で

実施できず。（－） 

・説明会は 450 人の参加で

減少。（△） 

３ 

人
権
尊
重
の
教
育
と
、「
と
も

に
学
び
と
も
に
育
つ
」
教
育
の
実
践 

（１）共生推進教室生徒の自

立支援 
 
 
 
（２）地域と連携した教育活

動の推進 

ア・個別の教育支援計画に基づいた自立を支

援する教育を全教員で推進する。  
・卒業後の進路実現に向けた職場実習等の

キャリアガイダンスの充実、教職員対象

のＵＤ、障がい者理解教育を促進する。 
イ 教職員の人権研修と生徒の人権教育を推

進する。 
 

ア ・共生推進教室３年生の進路実現 100%。 

・むらの高等支援学校と生徒交流の実施と

教員の相互交流研修の実施参加人数 10

人以上。[７人] 

・入学生を募集定員以上にする。 

イ ・人権教育への取組み回数と満足度。 

  ・教職員対象の研修を３回実施する。 

・生徒の人権に関する肯定率 75%以上を維

持する。[74.3%] 

ア 進路実現 100%（〇） 

 ・教員交流は継続して実

施。人数は 7人（△） 

 

イ FW は２回実施。 

・教員研修は、10,12 月の

２回実施。（△） 

生徒の満足度は 80.4%（◎） 

４ 

学
校
力
の
向
上 

（１） 各組織のリーダーの

マネジメント能力の向

上 
（２）教師力の向上 
 
 
 
 
 
 
 
（３）生徒主体の学校活動の

推進と情報発信の充実 

ア 各組織のリーダーにおける学校経営計

画推進に向けたＰＤＣＡサイクルよる

取り組みを推進する。 
イ・充実した教職員研修（教育相談、人権研

修、支援教育等）を実施する。 
・個人情報の適正な管理を徹底する。 

 
・管理職等による声かけなどにより、時

間外勤務者の削減に取組む。 
 
ウ 生徒主体の活動を活性化し、学校通信

等やホームページ・ブログ等における広報

を充実する。 

ア 学校教育自己診断における教職員の教

育活動の評価と次年度への計画に関する

肯定を 60%以上にする。[55.6%] 

イ・校内研修(支援教育、人権等)充実や外部

の研修を通じて教員力の向上を図り、教

員の研修の肯定率の向上を 70%以上にす

る。[63%] 

・80 時間/月以上の超過勤務者を 20%減少

させる。[25 件] 

 

 

ウ ホームページ、ブログを積極的に更新

し、学校通信等の発行により、保護者の

学校情報における項目の肯定率を 65%以

上にする。[59.6%] 

ア 新たな取組みを推進

した。44.9％（△） 

イ 人権研修は２回。短時

間の研修を複数回実施し

た。70%（〇） 

 

 

・超過勤務者は 18 人減少。

（◎） 

 

ウ 情報発信はＨＰ、ブロ

グ、ＧＳｕｉｔｅで行っ

た。教員による通信も多

くあった。満足度 59.2%

（△） 

 
 


